
有限会社
広野牧場

調査日 平成29年1月
平成30年12月(更新)

所在地 香川県三木町

ＵＲＬ http://www.hirono-farm.com

http://www.morino-mucca.com

http://www.morino-vacca.com

経営主 広野正則、広野 豊(長男)

主要事業 酪農部門、肉用牛繁殖部門
交流部門、加工・販売部門

主要作目 乳用牛300頭、
黒毛和種雄1頭、繁殖雌牛20頭、
肉用子牛50頭

就農タイプ 新規（兼業農家出身）

法人化 平成13年（就農後23年目）

売上 4億6600万円

従業員 常勤23名（内役員3名）
パート7名

・広野正則氏は、農業短期大学卒業後の北海道とデンマークでの酪農研修において「農業
こそ自分の夢を実現する職業」と実感する。地元農協に4年間勤務した後、酪農経営への
新規参入を果たす。

・経営開始後、生乳の生産調整が始まり、厳しい経営が続くが、徐々に実績を積み、生産
枠も拡大して、平成6年頃には40頭規模までに拡大した。しかしながら、翌年、大怪我を負
い入院生活を余儀なくされ、酪農経営を見直す機会となった。

・退院後、フリーバーン牛舎への改造と糞尿処理施設の新設で規模拡大を行い、売上高の
増加、「酪農経営の充実」「地域に貢献したい」との思いから平成13年に農業法人を設立。
さらに長男の就農を契機とし、200頭飼育規模の体制を確立した。

・地域に開かれた牧場経営を目指し、酪農教育ファームとして、地元の子供達や研修生の
受入も積極的に行なっている。さらに消費者や地域住民との交流が図れる施設も整備して
いる。

・農業の魅力で地域を活性化する目的で、農業の新規参入の受け皿として町内の農業者
と出資し、観光農園(イチゴ）の農業生産法人を設立し、県外の参入者の共同経営者として
支援を行なっている。

ヒストリーあらすじ

エッセンス

●利益を生む経
営資源への投資

●ふれあい交流
と６次産業化の
取り組みで地域
を活性化

●経営の可視化

優良経営体事例

・長男の就農を契機とした規模拡大。

・酪農の主産物である生乳を生み出す「乳牛」に投資
しなければ回収できない。投資に見合った売上を確保
するため、施設増築と同時に増頭する。

・地域交流牧場への参加、酪農教育ファーム認定、
交流施設(ログハウス）と加工体験施設の建設など、
地域の子供たちや消費者と交流。

・観光農園、ジェラート店、チーズ工房、ピザショップ
を開店し、いつでも地域で消費者が楽しんでもらえる
しくみづくり。

・決算データに基づく経営管理と改善を繰り返し、経
営を可視化。情報発信で畜産経営を牽引。



新規参入者の応援

（観光農園）

酪農･農業体験

6次産業化（ジェラードショップ開設） 従業員を含めた関係者との決算検討会

酪農教育ファーム実践の基幹
設備として建設したログハウス

従業員の作業マニュアル

牛を大切に

広野氏とスタッフ



有限会社広野牧場 ヒストリー

就農前
就農期

(昭和５４～平成６年）
転換期

(平成７～１２年）
発展期

(平成１３～２７年）
将来構想

(平成２８年～）

●子供のころから農業を志
す

・兼業農家に生まれる。
・小さい頃から動物や植物を栽
培することが好きで、将来は農
業をやりたいと強く思っていた。

●酪農を学ぶ
・短大で酪農を学ぶ。
・卒業後、北海道で１年間、酪農
研修。広大な農地での飼料作物
栽培やサイロ詰め、搾乳、牛の
管理等、酪農の基礎と厳しさを
教え込まれる。
・デンマークで１年間の酪農研修。
40頭規模の家族経営と100頭規
模の企業的農場で研修し、経営
管理の重要性と酪農の社会的
貢献、地域住民との交流等を学
ぶ。

●昭和54年、20頭で経営
開始

・昭和52年、地元JA勤務のかた
わら子牛12頭導入。
・昭和54年、27歳で就農。牛舎と
搾乳牛を購入。20頭で経営開始。

香川県農業試験場で育種されて

いた「香緑」に出会う。

●次世代の育成

・次の世代が続けることが自分の価

値となる。
・新規就農者育成を兼ねた野菜部
門への取組み。

●昭和54年、生乳計画生
産スタート

・一発乾乳や低カロリー飼料の

給与で乳量の抑制。

・飼料作物栽培とサイレージづく

りで飼料費の低減。
・自家育成で牛群改良。

生乳価格が低下。借入金返済

酪農施設用地の取得ができず、
地元JAに就職、資材や農薬の
販売を経験ののち、就農。

●平成7年、大けがで経営

見直し

・牛に蹴られて大けが。

・2カ月間、ベッドの上で経営を

見直す。

・一人当たり飼養頭数増加を目

標とする。

どうしたら経営を続けられるの

か考えた。

→雇用が必要→社会保険等の

補償の必要性→法人化を志向

若い人が夢を持てるようにしたい。

●平成13年、法人化

・(有)広野牧場を設立。
・酪農教育ファームの認定。

北海道研修、海外研修で酪農
こそ自分の夢が実現できる職
業と実感。

●平成６年、生産拡大

・徐々に実績を積み、生産枠を
40頭規模まで拡大。
・利益が出る部門に投資。

●平成8年、新技術の導入

・堆肥舎及び攪拌発酵処理施設

を整備。

・牛舎を繋ぎ方式からフリーバー

ン方式に改造。

・規模拡大 65頭へ

・給与飼料ほぼ全量TMR飼料へ。
※TMR飼料：地域資源を活用したエコ飼

料の開発・利用(食品会社の残渣率51%）

●農業体験受け入れ開始

・町内の保育所や小中学生の農
業体験受け入れを開始。

●平成11年 家族経営から
脱皮
・研修生、臨時雇用の導入

前年に搾乳牛５００頭規模の
経営を視察(大分県）

・税理士による毎月の経営診断・
分析。経営の可視化に取り組む。
・毎年1回の決算検討会を開催し、
従業員・関係者が参加。

経営内容把握と情報開示を進
め、問題点と進むべき方向性
を協議。

●平成14年、地域との交流
強化

・マニュアスプレッダーを導入し、
堆肥散布サービス開始。
・ログハウスや加工処理施設整備。

●平成18年、長男の就農を
契機に規模拡大。長男と代
表取締役2名体制

・フリーバーン・ミルキングパー
ラー方式牛舎（H18)

・繁殖牛舎（H21)

・和牛堆肥舎増設（H24)

・アグリビジネス投資育成(株)か
ら投資を受ける。

財務の安定化・対外信用力の
向上を図り、乳用牛200頭へ
（H20)

●６次化の取り組み
・森の石窯パン屋さん「れーちぇ」
（H22)

→森のチーズ工房VACCA ・
森のピッツェリアVACCA(H29)

・森のジェラテリア「MUCCA」(H25)

・森のジェラテリア「MUCCA」こんぴ
ら店(H27)

●持続可能な経営

・現有施設の頭数300頭。

・雇用労働の活用を考え、儲からな

い部門も含めた経営全体で考える。
・地域の条件を組み合わせて経営
を行う。

どの地域にも可能性がある。体験者が約1000人に。

●広野牧場ブランドの牛乳
・消費者に地元牛乳という新たな選

択肢を提供する。
・自社の乳生産結果をダイレクトに
確認できる。

生産者としての責任感増大。

●新規就農応援のための
第2牧場

・人、資金の支援とともに、場所に
合わせた経営のやり方を支援する。
・6次化、体験等を組み合わせて、
酪農で新規就農できる仕組みを作
る。

酪農で新規就農ができない原因
の解決を目指す。



4.6億円

6,000万円

3,500万円

有限会社広野牧場 ＜課題と対応策＞

＜売上推移＞

就農期
(昭和５４～平成６年）

転換期
(平成７～１２年）

発展期
(平成１３～２７年）

将来構想
(平成２８年～）

●就農
●就農と同時の生乳計画生産開始

●農作業中の怪我→経営の見直し
●分業制の導入

●法人化
●地域内での連携
●６次産業化への取組み

●自世代の育成
●持続可能な経営
●広野牧場ブランドの牛乳をつくる

ヒト・組織
家族経営からの脱皮
（臨時雇用導入）

Iターン就農者の雇用 新規就農者の育成、支援

土地・設備
牛舎建設

乳用牛導入
堆肥舎・堆肥撹拌発酵施設導入 牛舎建設

乳用牛導入
牛舎増設
環境対策

カネ
牛舎建設・乳用牛導入の資金 堆肥舎・堆肥撹拌発酵施設導入の資

金
牛舎・乳用牛等導入の資金 牛舎増設の資金

技術・ノウハウ

生産コストの低減 フリーバーン牛舎 分娩間隔13ヶ月以内
一人当たり管理頭数の増加

生産性の向上

ノウハウの継承

販売・販路
生乳計画生産の遵守 同左 同左

直売店の開設
広野牧場ブランド

情報
JA 国、県、JA 国、県、JA、日本農業法人協会 国、県、JA、日本農業法人協会

地域
地域に開かれた牧場経営 年間を通じて人を呼べる仕組み 同左

具体的内容

・自分の農業経営を見直し、一人当た
りの管理頭数を増加させることを目標

・経営の可視化 ・地域へ10万人を寄せる

・頭数を削減せず低カロリー飼料給与
による乳量の抑制。
・飼料用作物栽培とサイレージ生産

・飼料会社等と共同でTMR飼料の開発
と利用。
・雇用、分業制の導入

・乳用牛の自家育成の中止と、北海道
からの導入
・決算検討会を行い、従業員や関係機
関と共有して進むべき方向を検討。
・アグリビジネス投資育成株式会社か
らの投資活用

・新規就農者の育成を兼ねて野菜部門
(アスパラ）の新設
・第2牧場の建設
・パーラー排水処理施設の建設

※第2次石油ショック
※瀬戸大橋開通

※阪神大震災 ※国内初ＢＳＥ確認
※食品会社の偽装事件相次ぐ
※東日本大震災

フェーズ

主な出来事

経
営
課
題

対応策

外部環境


